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2.　1 次および 2 次調査


































































写真 1　調査地点 写真 2　4トレンチ掘削状況





























































写真 5　5層上面 写真 6　西壁土層断面
写真 7　南壁土層断面
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薩摩川内市手打貝塚の発掘調査
ガイ，レイシなどが利用された貝の種類が確認されている．
また，ハマグリについての層ごとのサイズや量についての
分析からは，時期によってサイズや量に変化のあることが
わかってきている（大西・別府ほか 2014）．今後も貝類の
同定作業や分析を進めて，貝資源利用の実態をより具体的
に把握することを目指したい．
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　なお，本調査は JSPS科研費（課題番号 19K01102）の助
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